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(57)【要約】

【課題】ボルトへのせん断力の集中を回避でき、かつ、

木製部材の断面欠損をなるべく小さくできる接合金物と

、それを用いた木質構造を提供する。

【解決手段】木質部材３０同士、または、木質部材３０

と鋼部材またはコンクリート部材とを接続する接続部材

２であって、木質部材３０の側面に密着するプレート部

分２０と、プレート部分２０から突起し、木質部材３０

の側面に形成された凹部３２内に挿入される突起部分２

１を有する。突起部分２１の表面が、凹部３２の内面に

接触しても良いし、突起部分２１にキャップ部材６０が

取り付けられ、キャップ部材６０の表面が凹部３２の内

面に接触しても良い。

【選択図】図３
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